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▶米の1人当たりの年間消費量は、昭和37年度をピークに減少傾向にあります。具体的には、昭和37年度には
118㎏の米を消費していたのが、令和２年度には、その半分以下の50.7㎏にまで減少しています。

▶今後、我が国の人口は減少していくとともに、高齢化が進むことから、米の消費量も更に減少する見込みで
す。

○米の消費量の推移

資料：総務省「平成28年版情報通信白書」（2015年までは総務省「国勢調査」、
2020年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口
（平成24年1月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果）

○日本の人口推計

資料：農林水産省「食料需給表」
注：１人１年当たり供給純食料の値である。



資料： 農林水産省：「輸入小麦の政府売渡価格について」

▶令和３年９月～令和４年３月の平均買付価格は、①高温・乾燥による米国、カナダ産の不作、②米国、カナダ、
豪州の日本向け産地の品質低下等により、日本が求める高品質小麦の調達価格帯の上昇、③ロシアの輸
出規制、ウクライナ情勢等の供給懸念により国際価格が上昇しました。

▶緊急措置として、通常６か月間の算定期間を１年間に延長して平準化することとし、その間、令和４年10月
期の政府売渡価格は令和４年４月の政府売渡価格を適用しました。



▶米粉用米の需要量は、平成29年度までは２万トン程度で推移していましたが、米粉の特徴を活かし、グルテ
ンを含まない特性を発信する「ノングルテン米粉第三者認証制度」や「米粉の用途別基準」の運用を平成30
年から開始し、米粉の需要量が拡大してきています。

▶民間では、利用拡大に向け、製粉コストの低減の取組のほか、グルテンを使用しない米粉商品の開発、増
粘剤や油脂等の代替えとして使用できる新たな米粉加工品を活用した商品の開発が進むなど、様々な取
組を実施しています。

▶輸入小麦の売渡価格高騰により米粉への関心が高まっています。

米粉用米の生産量・需要量の推移 製粉コストの状況



平成21年産 平成22年産 平成23年産 平成24年産 平成25年産 平成26年産 平成27年産 平成28年産 平成29年産 平成30年産 令和元年産 令和2年産 令和3年産
新潟県 3,642 9,013 13,334 12,357 5,036 5,945 9,709 8,735 12,953 10,224 7,913 9,420 11,754
栃木県 774 1,659 6,123 3,690 4,119 780 1,014 48 1,946 3,319 3,620 4,317 6,119
埼玉県 898 802 973 1,379 1,689 956 1,048 944 3,012 3,066 3,713 4,687 4,707
秋田県 3,132 4,150 3,551 2,788 868 2,030 2,442 716 1,239 1,352 2,309 2,660 2,590
石川県 65 101 104 174 51 249 393 286 409 411 722 742 2,064
熊本県 523 603 1,048 1,218 634 1,371 983 1,012 1,058 926 1,065 1,109 1,813
福岡県 54 178 581 697 468 350 433 489 814 976 1,108 1,390 1,782
群馬県 515 482 732 878 855 953 1,176 1,186 1,166 1,526 1,461 1,521 1,774
福井県 81 27 72 41 38 35 42 56 54 503 432 753 1,066
富山県 41 928 1,046 999 659 539 694 537 623 424 463 655 984
宮城県 287 1,258 1,190 1,110 262 244 235 274 305 341 389 769 815
山形県 233 548 1,269 1,135 903 897 893 860 714 692 750 775 691
広島県 37 271 433 558 588 581 646 664 679 605 576 648 677
岡山県 376 448 668 684 381 212 301 371 391 338 447 469 657
千葉県 459 164 681 155 121 370 382 163 255 235 176 390 468
北海道 150 468 436 292 270 415 287 552 502 309 296 316 445
岩手県 262 213 460 540 453 270 234 86 79 318 326 371 401
滋賀県 57 176 318 292 274 203 174 166 201 144 134 131 315
三重県 171 381 321 462 287 151 142 261 346 321 344 309 297
愛知県 112 97 155 181 230 200 277 278 343 307 356 424 256
… … … … … … … … … … … … … …
全国 13,041 24,639 36,842 32,617 20,444 18,352 22,975 19,014 28,408 27,695 27,964 33,391 41,615

平成21年産 平成22年産 平成23年産 平成24年産 平成25年産 平成26年産 平成27年産 平成28年産 平成29年産 平成30年産 令和元年産 令和2年産 令和3年産
鳥取県 49 64 62 49 4 3 1 1 1 1 2 3 3
島根県 4 43 52 117 118 35 59 54 18 12 50 38 43
岡山県 376 448 668 684 381 212 301 371 391 338 447 469 657
広島県 37 271 433 558 588 581 646 664 679 605 576 648 677
山口県 33 22 67 89 68 81 81 68 30 60 82 100 218
徳島県 94 77 63 66 58 53 70 71 69 68 65 55 53
香川県 12 12 56 89 58 25 60 62 28 32 49 32 33
愛媛県 25 20 28 24 29 23 22 21 22 20 8 9
高知県 52 79 118 106 90 47 42 60 56 83 65 70 82
資料：農林水産省「新規需要米の生産量」（21年産は新規需要米の取組計画認定状況）

※令和３年産新規需要米の生産集出荷数量、上位20県
資料：農林水産省「新規需要米の生産量」（21年産は新規需要米の取組計画認定状況）

〇中国四国各県の新規需要米（米粉用米）生産量の推移

〇都道府県別新規需要米（米粉用米）生産量の推移

(単位：玄米トン)

(単位：玄米トン)



〇米の用途別基準（新たな用途に使える米粉）
▶近年新たな製粉製法、製粉機種により微細粒に粉砕し、新たな用途に使える米粉が製造されるようになりま

した。
▶平成30年から、小麦粉（「薄力」「中力」「強力」）と同じように米粉についても、「1番：菓子・料理用」「2番：パン

用」「3番：麺用」といった用途表記を行う「米粉の用途別基準」が設けられました。

この番号をパッケージに表示することで使い道に応じた米粉を選ぶことができます。



【参考】

米粉の用途別基準･用途標記 各米粉の具体的な用途の例及びアミロース含有率に応じた用途詳細

注） 各用途の具体的な例は【参考】を参照。

＜付帯事項＞
１．１番の米粉は、アミロース含有率の別によって適応する用途が異なるので、

米粉製造業者は、上表を参考としながら、表示等により、消費者等に対して、
用途の詳細情報を伝達するものとする。

２．３番の米粉であってアミロース含有率25％以上のものは強弾力の麺への
適性が高いので、米粉製造業者は、上表を参考としながら、表示等により、
消費者等に対して、当該情報の積極的な提供に務めるものとする。

注）上新粉など、既存用途向けの米穀粉は対象としない。



▶グルテンフリー市場は、麦類に含まれるグルテンによるアレルギー、セリアック病、グルテン過敏症、ダイエッ
ト等に対するニーズにより形成されています。

▶米には、そもそもグルテンが含まれていないので、外部からの混入を防止するため製造工程を適切に管理
することにより、グルテン含有量が「1ppm以下」となる米粉を「ノングルテン米粉」と表示する仕組みです。

①ノングルテン米粉第三者認証制度

②ノングルテン米粉の製造工程管理ＪＡＳ

登録認証機関
日本農林企画承認
アライアンス
(ＪＡＳＣＥＲＴ)

米粉
製造販売事業者

農林水産大臣
(規格の制定等)

認証対象は製造販売事業者であり、事業者の広告やＨＰ等にＪＡＳマークを表示

登録認証機関 米粉
製造販売事業者

日本米粉協会
(制定の管理･運営)

認証対象は製造工場及び製品であり、製品にノングルテン米粉認証マークを表示



〇ノングルテン米粉表示と欧米のグルテンフリー表示との比較



米粉で作られたパンや麺はもっちりとしており、
日本人が大好きなもちもちの食感。

もっちりおいしい食感

小麦粉よりも油の吸収率が低く、
天ぷらや唐揚げを米粉で揚げると、

サクサク感が長く継続。

低吸油でさっぱりヘルシー

玄米粉には、食物繊維に加え
ビタミンB、ビタミンE、ナイアシンなどのビタミン類、

抗酸化物質であるフェルラ酸やフィチン酸、
血糖上昇を抑制するGABA等、機能性が豊富。

玄米粉の機能性

米粉は、小麦粉と異なりダマにならないので
粉をふるう必要がなく調理が簡単。

また、出来上がった料理や加工食品は、
ほんのり甘い風味。

調理特性

米粉は、人に必要なアミノ酸のバランスが優位。

優れたアミノ酸バランス

国産米粉パンを1人が1ヶ月3個食べると、
自給率が1％アップ。

食料自給率アップ

・油の吸収率
米粉21％ 小麦粉38％

※鶏もも肉を揚げた時の衣の油吸収率
(出典)：「Oil Uptake Properties of Fried Batters fromRiceFlour」
F.Shinand K.Daigle（J.Agric. Food Chem.47（1999））

・アミノ酸スコア
米 65 小麦 41

※米は精白米、小麦は中力粉の数値。
1973年FAO/WHOの評点パターンを使用。
（出展：「食品のたんぱく質とアミノ酸」科学技術庁
資源調査所（昭和61年））

※パンの原料である小麦粉(輸入）を国産の米粉で代替するものとし、
パン1個に使用する米粉量を80gとして試算。



〇食料・農業・農村基本計画（令和2年3月31日閣議決定）（抜粋）



▶中国四国農政局では、米粉の需要拡大のため中国四国米粉食品普及推進協議会等関係機関と連携し啓
発活動を実施していますが、近年、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、米粉料理講習会等の実
施が困難な状況にあります。このような中でも、以下のとおり米粉食品等の普及促進に取り組んでいます。

・毎月米粉等に関する情報をメールマガジンで配信するとともに、中国四国
農政局ホームページへも掲載しています。
（「ココねっと通信」は令和４年４月現在、会社員・自営業、農業者、関係団体、
行政等幅広い方々約3,200名に配信中）

○中国四国米粉利用促進ネットワーク「ココねっと通信」による情報提供

・詳しくは、こちらをご覧ください。
https://www.maff.go.jp/chushi/mailm/koko/kokonet_b.html

・中国四国各県別に、「中国四国米粉食品販売店マップ」を作成し、
中国四国農政局ホームページに掲載しています。
・中国四国地域で米粉や米粉食品の販売を行っている事業者様で、
PRを希望される方を随時募集しています。

○「中国四国米粉食品販売店マップ」の掲載

・詳しくは、こちらをご覧ください。
https://www.maff.go.jp/chushi/kome_syoukaku/komeko/map/index.html

○用途に適した米粉が欲しいあなたと企業をマッチング

・用途に適した米粉が欲しい方に、米粉製造・販売業者の取扱商品を
中国四国農政局ホームページで紹介しています。
・詳しくは、こちらをご覧ください。
https://www.maff.go.jp/chushi/kome_syoukaku/komeko/matching.html



・毎年12月、中国四国農政局
１階の「消費者の部屋」展示
コーナーにおいて、お米・米粉
の魅力等PRし、需要拡大に取
り組んでいます。

○中国四国農政局「消費者の部屋」でお米・米粉のPR

・お米・米粉に関する「パネル展示」や関連するパンフレット等の
配布により、お米・米粉の需要拡大に取り組んでいます。

○各種イベントでの「パネル展示」

米消費拡大パネル展示（岡山市役所：令和４年１月）

令和4年 12月12日(月)～
12月23日(金)実施



・中国四国米粉食品普及推進協議会の協力を得て、米粉の需要拡大を目指し米粉料理の動画を作成し、
中国四国農政局ホームページに掲載しています。

○動画で米粉料理に挑戦！

・詳しくは、こちらをご覧ください。
https://www.maff.go.jp/chushi/kome_syoukaku/komeko/douga1.html

【問い合わせ先】
〒700-8532
岡山市北区下石井1-4-1  岡山第２合同庁舎
中国四国農政局生産部生産振興課流通改善係
TEL：086-224-4511（代）内線 2397、2448


